
新学年別知能検査（サポート学習支援システム）の分析と活用 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知能偏差値（ISS） 
個人の知能を，集団の平均値から

のずれを用いて相対的に示す 
（平均：50） 

学習ペースが「速い」「ふつう」

「ゆっくり」と解釈する。 
ISS が高い：大きなステップで学習

する（まとまった教材の

与え方）ことも可能 
 ※ 効果的な発展学習への移行

（友達に教える体験も有効） 

ISS が低い：小さなステップ（スモ
ールステップ）での学習
が良い。 

 ※ 基礎的学習を十分に行わせる 
ことが必要 
（適宜補充指導→発展学習）

（具体的・体験的な学習，個別 
指導が向いている可能性あり） 

知能指数（IQ，DIQ) 
ＩＳＳを「平均＝１００」に換算し

た時の知能偏差値。「同年齢の集団の

中でどの位置にあるか」を表す。 
※ 個別式知能検査の IQ や FIQ と同

じではない。 

A 式知能(偏差値）（抽象言語型） 
言語的な素材を用いた学習活動が得意な学習スタ

イルを持つ。 

B 式知能(偏差値）（感覚運動型） 
図形や絵画、記号といった非言語的な素材を用い

た学習活動が得意。 

A と B の差：7 ポイント以上 

統計学上完全に差があるといえる 
→ A タイプ or B タイプ 

何もない ：バランスがとれている。 

素材から見た知能の特徴 
図形的素材 
事物のもつ図形的特質（事物の大き

さ・形・色・動き）を理解する。 

記号的素材〔意味ー記号化〕 
言語の表層にある記号的側面を作り
出したり，理解したりする。 

意味的素材〔記号ー意味化〕 
学習素材の深層にある意味を理解す
る。 

機能から見た知能の特徴 
認知（わかる・気づく） 

： 新しい知識を獲得する（事柄と

事柄の関係）が分かる。 

記憶（おぼえる） 
： 獲得した知識を保存する。 

拡散思考（思いつく） 
： 問題を解決するための新しい発

想に気づく。 

集中思考（筋道だてて考える） 
： その発想に基づいて論理的に問
題を解決する。 

評価（確かめる・決める） 
： 問題解決の過程等がある基準を
満たしているかどうか判断する。 

創造的思考 
流暢性 
多数のアイディアを思いつく思考の滑らかさ 

柔軟性 
多種のアイディアを思いつく思考の柔らかさ 

①  子どもの知的個性を客観的に正

しく把握できる。 

②  学習指導の効果を確認するため

に「知能学力の相関」等ができる。 

③  どんな学級集団か把握し，指導に

生かせる。 

A タイプ：言語的な説明を適宜加える，読書教材を用いる，などの指導に効果的 

    ※ 視聴覚教材や図版を活用した学習場面では，じっくり取り組ませながら，教師が適宜言葉で説明する等の支援が必要。 

B タイプ：視聴覚教材を多用する，図版を効果的に活用する，機器等の操作や動きを伴った学習活動，などの指導が効果的 

    ※ 言語的教材を用いた教材場面で，イメージ化させる等の適切な配慮が必要。 

知的作業の特質 
知的作業（頭を働かせる作業）を行う

時の特徴   → 速さと正確さ 
①  速くて正確 

知的作業を速く正確にこなしていく
特徴を持つ 

②  遅くて正確 
   作業を速くするようにさせる必要が
ある。ただし，本人の改善意欲を引き

出しながらの指導が大切。 

③  速くて不正確 
   スピードを多少セーブしても正確度
を増すように指導していく必要があ
る。ただし，性格や情緒面での改善が

必要とされる場合もあるので配慮を。 

④  遅くて不正確 
問題を解く力が不足している場合が考

えられること，検査に対する非協力的，
あるいは教示内容を理解できないままに

受検した等の要素もあり得るので，日ご
ろの観察結果も補充しながら指導を。ま
た，基礎的・基本的事項をマスターさせ

ること。 



  

  

慎重型 

遅い×正確 

「正確にできているから，安心し

てスピードを上げてみよう。」 

着実型 

普通×正確 

「スピードを意識してやってみ

よう。」 

効率型 

速い×正確 

課題が速く終わった時に退屈し

ないよう次の課題を用意。 

悠長型 

遅い×普通 

「スピードを意識してやってみ

て」 

普通型 

普通×普通 

迅速型 

速い×普通 

「スピードよりも正確さを気に

して」 

緩行型 

遅い×不正確 

「ゆっくりでいいから，まずは正

確にやることを目標に」 

準性急型 

普通×不正確 

「あわてずゆっくりやると，ミス

も減るよ」 

性急型 

速い×不正確 

「あわてんぼうだなあ。ゆっくり

確認しながらやろう」  

「標準偏差」バラツキ SD 
１２．０以上（格差が大きい）： 全国よりバラツキが大きい 

７．７以下（格差が小さい」  ： 全国よりバラツキが小さい 

ES：学力期待値。知能から推測される学力。(これくらいはできるはず。できてほしい学力) 

BSS：学習基礎能力偏差値。学習面に特化した知能。「学習ペース」 

「学習ぺース」「学習適正」に打ち出される H.M.L や A.B.a.b.等の記号は，右の「学習ペースと学習

特性」の表の記号と対応しているので，各記号の意味は理解して指導に生かす。 

【学習ペース】 
 M: ミドル 

L: ロー（普通）
H: ハイ 

【学習適性】 

 A: A タイプ 
B：Bタイプ 

□：バランスタイプ

【学習ペースと学習適性】 
 バランスタイプの
「←」は A に近く,「→」

は B に近い 

知的作業（「Ⅳ課題解決スタイル)」から考える基本的な支援 
L５型(慎重・悠長・緩行・準性急・性急)への支援（視点） 
①  なぜ遅いのか      ・ 眼球運動，短期記憶に課題？ 集中できず遅くなる？ 
             ・ 手先が不器用で早くできない，遅くなる？ 
              ・ 不安が強い，間違えてないかと確認し過ぎて遅くなる？ 
                 ・ こだわりがあって遅い？  マイルールがあって早くできない？ 
             ・ 読み書きに課題があれば，代替機器も検討する？ 

②  なぜ不正確なのか  ・ 理解や記憶に課題。（聞くのが苦手。難しい。覚えるのが苦手。） 
・ 集中力に課題。（落ち着きかない。面倒くさい。早く済ませたい  

ケアレスミス多い） 
             ・ 短期記憶に課題。（眼球運動，聴覚的短期記憶が苦手） 
            ・ 代替機器の活用で学習に集中できる？ (読み書きに時間を取られ 

ない) 


